
(1) 令和5年1月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第408号

№ 408

１Ｐ　三隅火電 2号機運転開始　１Ｐ　三隅火電 2号機運転開始　

２Ｐ　新年ご挨拶（会頭）、従業員表彰式２Ｐ　新年ご挨拶（会頭）、従業員表彰式

３Ｐ　新年ご挨拶（浜田市長）、従業員表彰式３Ｐ　新年ご挨拶（浜田市長）、従業員表彰式

４Ｐ　故郷へ一言４Ｐ　故郷へ一言

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　会議所のうごき６Ｐ　会議所のうごき

７Ｐ　浜田市景況レポート７Ｐ　浜田市景況レポート

８Ｐ８Ｐ　労働保険について、相談会開催のお知らせ　労働保険について、相談会開催のお知らせ

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

電力安定供給や経済活性化に期待電力安定供給や経済活性化に期待

世界最高水準の最新鋭石炭火力 三隅火電２号機運転開始世界最高水準の最新鋭石炭火力 三隅火電２号機運転開始

　中国電力㈱が建設を進めていた国内最大級の最新鋭石　中国電力㈱が建設を進めていた国内最大級の最新鋭石

炭火力「三隅発電所 2 号機」は、4 年間の工事期間を経炭火力「三隅発電所 2 号機」は、4 年間の工事期間を経

て令和 4年 11 月に営業運転を開始されました。て令和 4年 11 月に営業運転を開始されました。

　発電出力は 100 万㌗で、1 号機と合わせた合計出力は　発電出力は 100 万㌗で、1 号機と合わせた合計出力は

200 万㌗。同社の中で最大出力の火力発電所となり、全200 万㌗。同社の中で最大出力の火力発電所となり、全

体発電量の約 3 割を担いながらもカーボンニュートラル体発電量の約 3 割を担いながらもカーボンニュートラル

への取り組みとして最新鋭の高効率発電技術の採用、さへの取り組みとして最新鋭の高効率発電技術の採用、さ

らにはバイオマス混焼にもチャレンジされ、石炭火力とらにはバイオマス混焼にもチャレンジされ、石炭火力と

しては世界最高水準の環境性能を有しています。しては世界最高水準の環境性能を有しています。

　また、中国地域の電力安定供給に加え、地域と共生す　また、中国地域の電力安定供給に加え、地域と共生す

る発電所として、ますますの発展が期待されています。る発電所として、ますますの発展が期待されています。

　当所が構成員を務める三隅発電所地域経済対策協議会　当所が構成員を務める三隅発電所地域経済対策協議会

（会長：浜田市副市長）は、これまで長年にわたって同（会長：浜田市副市長）は、これまで長年にわたって同

社に対して 2 号機の建設推進に向けた要望活動を展開し社に対して 2 号機の建設推進に向けた要望活動を展開し

てきましたが、このほどの建設竣工により役目を終えるてきましたが、このほどの建設竣工により役目を終える

こととなります。こととなります。

中国電力三隅発電所の全景（煙突の左下が 2号機、煙突の高さ 200 ｍ、直径 23 ｍ）



(2)浜田商工会議所だより第408号 令和5年1月15日（発行定日15日）
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介

　

櫨
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こ
う
し
た
状
況
の
中
、
商
工

会
議
所
と
し
ま
し
て
は
、
多
く

の
資
金
繰
り
相
談
に
対
応
し
た

ほ
か
、
県
制
度
融
資
、
事
業
復

活
支
援
金
な
ど
各
種
補
助
金
、

給
付
金
の
周
知
と
申
請
支
援
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
商
工
会
議
所
と
し
ま

し
て
は
、
予
測
困
難
な
時
代
を

乗
り
切
る
た
め
「
行
動
力
」
と

「
対
応
力
」
に
磨
き
を
か
け
、
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
多
様

な
主
体
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
創
立
80

周
年
の
節
目
の
年
に
新
会
館
へ

の
移
転
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
会

員
同
士
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
強

い
組
織
を
築
く
と
と
も
に
、
新

会
館
が
産
官
学
民
協
働
の
連
携

拠
点
と
な
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み

で
の
地
方
創
生
に
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
に
は
、
新
し
い
時
代
を
切
り

拓
く
た
め
に
、
引
き
続
き
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
会
員
事
業

所
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
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期
化
、
加
え
て

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

起
因
す
る
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
、
急
速
な
円
安
の

進
行
等
、
事
業
者
の
経
営
環
境

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
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よ
う
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中
、
待
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隅
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力
発
電
所
2
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成
30
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始
ま
っ
た
建
設
工
事

が
順
調
に
進
み
、
昨
年
11
月
、

無
事
に
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
の
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建
設
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を
は
じ
め
宿
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小
売
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優
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績
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績
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令
和
44
年年
1111
月月
2121
日
（
月
）
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

日
（
月
）
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
第
で
第
6262
回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

回
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は

　

今
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は
2424
事
業
所

事
業
所
9191
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え

て
き
た
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。　

て
き
た
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。　

　

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
【
敬
称
略
・
順
不
同
】

　

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
【
敬
称
略
・
順
不
同
】

の
消
費
を
確
保
し
て
い
た
だ
き

多
大
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
浜
田
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
・
原
油
価
格
高

騰
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
市
独

自
の
経
済
支
援
策
を
迅
速
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
全
業
種
の
事
業
者
を
応
援

す
る
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は

ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
は
、
2
回

に
わ
た
り
15
万
4
千
冊
、
額
面

に
し
て
10
億
７
千
８
０
０
万
円

を
販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
者
か
ら
は
個
人
消
費
の
冷

え
込
み
を
抑
え
る
消
費
喚
起
策

と
し
て
多
く
の
喜
び
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。



(3) 令和5年1月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第408号

  

新
年
新
年
のの

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

浜
田
市
長

浜
田
市
長

久
保
田　

章
市

久
保
田　

章
市

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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し
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迎
え
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れ
ま
し
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こ
と
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か
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お
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び
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し
上
げ
ま

す
。
ま
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平
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か
ら
市
政
の
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に
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別
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協
力
を
賜
っ
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お
り
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と
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深
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感

謝
を
申
し
上
げ
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す
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、

日
々
ご
尽
力
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た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表

す
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も
の
で
あ
り
ま
す
。
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福福))

愛
心
会

愛
心
会

斎
藤
斎
藤  

八
千
代

八
千
代

　
　

／

　
　

／((

福福))

愛
心
会

愛
心
会

荒
木
荒
木  

由
利
子

由
利
子

　
　

／

　
　

／((

福福))

愛
心
会

愛
心
会

若
本
若
本  

誠
二
誠
二

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

松
野
松
野  

淳
二
淳
二

　
　

／

　
　

／
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

浴　

淳
子

浴　

淳
子

　
　

／

　
　

／
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

植
田
植
田  

友
範
友
範

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

城
市
城
市  

尚
成
尚
成

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

岩
田
岩
田  

康
弘
康
弘

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

下
石
見

下
石
見  
聡聡

　
　

／

　
　

／((
福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

宇
津
井

宇
津
井  

智
昭
智
昭

　
　

／

　
　

／((

福福))
い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

日
高
日
高  

史
裕
史
裕

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

美
濃
美
濃  

哲
也
哲
也

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

田
中
田
中  

伸
一
伸
一

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

小
松
小
松  

香
織
香
織

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

田
中
田
中  

隆
広
隆
広

　
　

／

　
　

／((

福福))

い
わ
み
福
祉
会

い
わ
み
福
祉
会

1515
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

1010
名名))

田
渕
田
渕  

一
也
一
也

　
　

／
㈱
石
央

　
　

／
㈱
石
央

田
中
田
中  

政
成
政
成

　
　

／

　
　

／
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

梶
田　

茜

梶
田　

茜

　
　

／

　
　

／
㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

㈱
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

神
田
神
田  

恵
生
恵
生

　
　

／

　
　

／
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

串
﨑
串
﨑  

邦
洋
邦
洋

　
　

／

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

浜
田
港
運
㈱

三
浦　

将

三
浦　

将

　
　

／

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

浜
田
港
運
㈱

城
谷
城
谷  

宣
之
宣
之

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

橋
本
橋
本  

か
え
で

か
え
で

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

大
畑
大
畑  

秀
樹
秀
樹

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

柿
本
柿
本  

正
人
正
人

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

1010
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

2626
名名))

高
橋
高
橋  

慎
一
慎
一

　
　

／

　
　

／
㈱
石
央

㈱
石
央

右
田
右
田  

光
男
光
男

　
　

／

　
　

／
㈱
吉
寅
商
店

㈱
吉
寅
商
店

林　

幸
絵

林　

幸
絵

　
　

／

　
　

／
㈲
黒
川
会
計
事
務
所

㈲
黒
川
会
計
事
務
所

梅
田
梅
田  

さ
や
か

さ
や
か

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

中
川
中
川  

久
弥
久
弥

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
た
市
民
生
活
を
守
り
市

内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

全
業
種
で
利
用
可
能
な
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
「
は
ま
だ
応
援
チ

ケ
ッ
ト
」
の
発
行
に
よ
る
消
費

喚
起
を
は
じ
め
と
し
た
独
自
の

支
援
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
収

束
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
地
域

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
実

施
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
感
染
防
止
対

策
に
努
め
な
が
ら
市
民
生
活
や

地
域
経
済
を
守
る
た
め
、
必
要

な
支
援
策
に
積
極
的
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
任
3
期
目
の
折
り
返
し
と

な
る
本
年
の
市
政
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
財
政
の
健
全
化

に
も
留
意
し
、
将
来
の
浜
田
市

の
た
め
に
最
も
力
を
入
れ
る

政
策
と
し
て
、
「
若
者
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
雇
用
の
場
の
確

保
や
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
地
域
の
日
」
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
意
見
も

反
映
し
な
が
ら
「
住
み
た
い
」

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ

れ
る
浜
田
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
経

営
手
腕
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

市
政
に
対
し
ま
し
て
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
浜
田
商
工
会
議
所

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

佐
々
木

佐
々
木  

誠誠

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

島
内
島
内  

直
美
直
美

　
　

／

　
　

／
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
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高
橋
高
橋  

大
樹
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／

　
　

／
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健
司
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司
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／
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㈱
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河
上
河
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泰
生
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／
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サ
ン
ク
ラ
フ
ト
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ラ
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事
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／
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橋
本
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本  

佳
人
佳
人

　
　

／

　
　

／
浜
田
ガ
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工
事
㈱

浜
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事
㈱

船
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誠
友
誠
友

　
　

／

　
　

／
浜
田
港
運
㈱

浜
田
港
運
㈱
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賀
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賀  

祐
輝
祐
輝

　
　

／

　
　

／
浜
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港
運
㈱
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田
港
運
㈱

永
井
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博
克
博

　
　

／
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祥
洋
建
設
㈱

祥
洋
建
設
㈱

田
中　

泉
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中　

泉

　
　

／

　
　

／((
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愛
心
会

愛
心
会

佐
々
木

佐
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ホ
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ホ

　
　

／
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会

愛
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会
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田
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聖
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美

　
　

／
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心
会
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心
会
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中
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中  

君
枝
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枝

　
　

／

　
　

／((

福福))

愛
心
会

愛
心
会

植
木
植
木  

善
章
善
章

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

吉
田
吉
田  

智
哲
智
哲

　
　

／

　
　

／
㈱
ハ
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ヤ
マ

㈱
ハ
ゼ
ヤ
マ

岡
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岡
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和
子

美
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東
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凛

　
　

／
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ス
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㈱
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東
ス
ズ
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司
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卓

司
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／
浜
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㈱

　
　

／
浜
田
ガ
ス
㈱

田
屋
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正
美
正
美

　
　

／
㈲
齋
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業

　
　

／
㈲
齋
藤
ア
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ケ
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業

高
木
高
木  

浩
司
浩
司

　
　

／
共
立
商
事
㈱

　
　

／
共
立
商
事
㈱
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
3
年
以

上
浜
田
へ
の
帰
郷
が
で
き
ず

皆
様
に
は
お
会
い
す
る
機
会

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
在

京
浜
田
会
の
集
ま
り
も
開
催

で
き
ず
今
年
こ
そ
は
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
安
倍
政
権
ス
タ
ー
ト

時
か
ら
「
地
方
創
生
」
の
政

府
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
き
た

中
で
、
「
地
方
創
生
」
の
全
国

共
通
の
テ
ー
マ
は
「
①
観
光
、

②
農
林
水
産
業
、
③
Ｄ
Ｘ
社

会
の
到
来
で
官
民
諸
機
能
の

地
方
移
転
促
進
、
④
地
方
の

大
学
と
地
元
産
業
を
結
び
つ

け
る
研
究
機
能
の
強
化
」
の

4
つ
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
よ

り
④
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
へ
の
国
の
交
付
金
制
度

も
ス
タ
ー
ト
し
、
島
根
県
の

「
た
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
全
国
10
地
域
で
進
行
し
て

お
り
、
私
自
身
、
活
動
の
評

価
や
助
言
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
か
ら

は
「
福
島
浜
通
り
地
域
の
国

際
研
究
教
育
拠
点
構
想
」
に

関
わ
り
、
今
年
、
新
し
い
機

構
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
多
く
の
地
方
自
治

体
で
「
産
学
官
金
」
が
一
体

と
な
り
、
日
本
一
の
産
業
、

大
学
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
、
こ
の
国
の
地
方
創
生
の

中
長
期
の
取
り
組
む
べ
き
最

大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
同
様
の
メ
ッ
セ
ー

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
の
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
に
お
い
て
浜
田

高
校
野
球
部
が
18
年
ぶ
り
、

12
回
目
の
甲
子
園
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
、
関
西
浜
田
会
、

近
畿
浜
高
同
窓
会
を
は
じ
め
、

多
く
の
浜
田
出
身
の
皆
さ
ん

が
甲
子
園
球
場
に
駆
け
つ
け
、

球
児
た
ち
の
溌
溂
と
し
た
プ

レ
ー
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
い
い
夢
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
至
福
の
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。
応
援
団
、

吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
も
含
め
、

ふ
る
さ
と
浜
田
の
、
そ
し
て

母
校
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
感

動
し
、
元
気
と
勇
気
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浜
高
入
学
後
、
ど
う
す
れ

ば
甲
子
園
に
行
け
る
の
か
、

思
案
の
結
果
、
野
球
で
は
無

理
だ
っ
た
の
で
、
非
才
を
顧

み
ず
、
出
し
た
結
論
は
吹
奏

楽
部
入
部
と
い
う
無
謀
な
選

択
で
し
た
。

　

在
学
中
、
そ
の
夢
は
叶
わ

ず
、
な
ら
ば
と
、
卒
業
後
は

甲
子
園
球
場
の
あ
る
西
宮
市

に
住
ま
い
し
、
母
校
が
出
場

の
た
び
に
応
援
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。

　

浜
田
市
で
は
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
両
分
野
で
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
育
む
様
々

な
取
り
組
み
、
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
、
活
躍
は
家
庭
の

み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
、
ひ

い
て
は
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た

私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

夢
で
あ
り
、
大
切
な
宝
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
皆

様
方
の
益
々
の
御
活
躍
と
御

健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
春
に
始
ま
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
3
年
近
く

経
過
し
、
感
染
の
波
も
、
第

8
波
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
日
常
生
活
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
未

だ
閉
塞
感
の
ぬ
ぐ
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
故
郷
浜

田
で
は
、
は
ま
だ
お
魚
市
場

の
開
設
改
装
オ
ー
プ
ン
、
美

又
・
旭
温
泉
の
「
温
泉
総
選
挙
」

に
よ
る
知
名
度
の
向
上
、
石

見
神
楽
の
東
京
公
演
、
市
出

身
の
陸
上
選
手
三
浦
龍
司
さ

ん
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
活
躍
や
、
地
元
浜
田
高
校

の
夏
の
甲
子
園
出
場
等
明
る

い
話
題
も
数
多
く
あ
り
ま
し

故
郷
へ
一
言

故
郷
へ
一
言

会
長　

坂
根　

正
弘

会
長　

坂
根　

正
弘  

在
京
浜
田
会

在
京
浜
田
会

会
長　

山
崎　

健
三

会
長　

山
崎　

健
三

ひ
ろ
し
ま
浜
田
会

ひ
ろ
し
ま
浜
田
会

事
務
局
長　

岡
本　

幸
夫

事
務
局
長　

岡
本　

幸
夫

関
西
浜
田
会

関
西
浜
田
会

た
。

　

こ
の
よ
う
に
浜
田
に
は
水

産
業
、
観
光
資
源
、
郷
土
芸

能
や
ス
ポ
ー
ツ
等
誇
れ
る
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
豊
か
な

自
然
に
も
恵
ま
れ
た
故
郷
浜

田
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
浜

田
に
な
る
よ
う
に
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ま
の
帰
省
の
折
、
高
速

浜
田
道
を
利
用
し
ま
す
。
交

通
量
の
少
な
い
浜
田
道
は
走

行
は
楽
で
す
が
、
反
面
、
浜
田
・

広
島
間
の
物
流
の
少
な
さ
の

証
明
で
も
あ
り
ま
す
。
い
つ

の
日
か
頻
繁
に
車
の
行
き
交

う
高
速
道
に
変
貌
す
る
こ
と

を
願
っ
て
ま
す
。

　

ひ
ろ
し
ま
浜
田
会
も
微
力

な
が
ら
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
年
が
皆
様
方

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ジ
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
ふ

る
さ
と
浜
田
の
発
展
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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令
和
4
年
11
月
5
日
（
土
）
、

は
ま
だ
お
魚
市
場
周
辺
特

別
会
場
に
お
い
て
BB
大
鍋

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
数

3
千
5
百
人
と
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
大
鍋
の
中
止
、
来
場

者
の
手
指
消
毒
、
検
温
、
名

簿
記
入
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
着

用
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た

BB
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
BB
大
鍋
の
振
る
舞

い
の
代
わ
り
に
「
大
鍋
で
き

ん
け
ど
、
ア
イ
（
ア
ン
コ
ウ
・

イ
カ
）
配
り
ま
す
」
と
し
て
、

会
場
内
の
市
民
の
店
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
は
ま
だ
お
魚
市

場
内
の
こ
こ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

お
買
い
物
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
引
換
券
を
配
布
し
、
ア

ン
コ
ウ
・
イ
カ
を
配
布
し
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ウ
・
イ
カ
は

数
量
限
定
で
の
配
布
と
な
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
BB
大
鍋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
無
事
開
催
で
き

ま
し
た
の
も
関
係
各
位
皆
様
、

当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
動
員

い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
協
力

の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
と
同
様
に
制
限

が
あ
る
中
で
の
BB
大
鍋
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
飲

食
あ
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
、
多
く
の
方
が
楽
し

く
食
事
を
し
て
過
ご
さ
れ
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
来
年
に
つ
な

げ
、
皆
様
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
も
企
画
、

運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　

　

Ｂ
Ｂ
委
員
会

　
　

委
員
長　

河
原　

靖
明

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
旧
年

中
は
浜
田
商
工
会
議
所
青
年

部
の
諸
活
動
に
際
し
ま
し
て
、 

格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、 

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
変
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
た

く
こ
こ
に
重
ね
て
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
4
年
度
は
「
和

衷
協
同
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

心
同
じ
く
、
共
同
の
力
持
っ

て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
2
つ
の
委
員
会
を

組
織
し
、
昨
年
よ
り
対
面
で

の
会
議
や
事
業
を
行
え
る
状

　
令
和
４
年
度
会
長

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
貴
裕

況
に
な
っ
て
き
て
は
お
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
急
な
対

応
を
迫
る
場
面
も
あ
り
、
青

年
部
メ
ン
バ
ー
に
は
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
昨
年
11
月

5
日
に
は
BB
大
鍋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
考

え
、
受
付
に
て
当
日
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
様
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
の
開
催

で
し
た
が
、
お
陰
様
で
大
き

な
事
故
も
無
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
鍋
の
振
る
舞
い
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア

ン
コ
ウ
と
イ
カ
を
配
布
す
る

な
ど
、
ご
来
場
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を

考
え
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
ご

協
力
い
た
だ
い
た
浜
田
市
役

所
、
（
一
社
）
浜
田
市
観
光
協

会
、
島
根
県
立
大
学
生
、
出

店
者
の
皆
様
、
警
備
、
届
出

等
ご
協
力
各
所
、
そ
し
て
ご

青
年
部
だ
よ
り
１
月
号　

青
年
部
だ
よ
り
１
月
号　

新
年
ご
あ
い
さ
つ

新
年
ご
あ
い
さ
つ

来
場
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
2
月
4
日

（
土
）
に
は
創
立
40
周
年
記
念

事
業
、
記
念
式
典
を
行
う
予

定
で
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

Ｔ
Ｉ
Ｍ
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
に

「
命
の
授
業
」
と
題
し
、
「
命
」

「
言
葉
」「
人
生
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
記
念
式
典
は
、
40
周

年
の
節
目
に
際
し
、
歴
代
の

会
長
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
皆
様
に
感
謝
を
伝
え
る
場

と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
3

カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
浜

田
商
工
会
議
所
青
年
部
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
残
り
の
事
業

も
精
一
杯
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
引
き
続
き
の
ご

支
援
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、 

こ
の
1
年
皆
様

方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、 

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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た
こ
と
▽
新
会
館
改
修
工
事

に
つ
い
て
は
、
応
札
業
者
7

社
の
中
か
ら
㈱
伊
原
組
（
落

札
金
額
3
千
7
百
20
万
円
）

が
落
札
業
者
と
し
て
決
定
し

た
こ
と
▽
会
議
所
保
有
財
産

売
却
（
土
地
）
に
つ
い
て
の

状
況
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
新
会
館
改

修
に
伴
う
変
更
内
容
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
詳

細
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
同
委
員
会
で
は
、

新
会
館
1
階
テ
ナ
ン
ト
「
（
仮

称
）
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流

プ
ラ
ザ
」
に
つ
い
て
、
商

工
会
議
所
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
関

わ
っ
て
い
く
か
を
浜
田
市
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

2 12 1

世

紀

ま

ち

づ

く

り

委

員

会

世

紀

ま

ち

づ

く

り

委

員

会

　

総
会
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

　

総
会
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
見
送
ら
れ
て
い
た
懇
親
会

で
見
送
ら
れ
て
い
た
懇
親
会

をを
33
年
振
り
に
開
催
し
、
来

年
振
り
に
開
催
し
、
来

賓
に
は
駐
広
島
大
韓
民
国
総

賓
に
は
駐
広
島
大
韓
民
国
総

領
事
館
の
イ
ム
総
領
事
を
は

領
事
館
の
イ
ム
総
領
事
を
は

じ
め
多
く
の
方
に
ご
臨
席
を

じ
め
多
く
の
方
に
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。

賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
招
待
と
し
て

　

ま
た
、
交
流
招
待
と
し
て

招
い
た

招
い
た
福
島
明
淑
氏
（

福
島
明
淑
氏
（
ミ
ョ
ミ
ョ

ン
ス
ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
代

ン
ス
ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
代

表
）
、

表
）
、
ヤ
ン
ソ
ン
ニ
ム
氏
（

ヤ
ン
ソ
ン
ニ
ム
氏
（
島島

根
県
立
大
学
留
学
生
）
か
ら

根
県
立
大
学
留
学
生
）
か
ら

は
、
「
日
本
に
来
て
感
じ
た
魅

は
、
「
日
本
に
来
て
感
じ
た
魅

力
的
な
文
化
を
広
め
て
い
き

力
的
な
文
化
を
広
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
情
報

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
情
報

交
換
を
行
い
な
が
ら
懇
親
を

交
換
を
行
い
な
が
ら
懇
親
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

深
め
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

　

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

で
は
、
日
韓
両
国
の
文
化
・

で
は
、
日
韓
両
国
の
文
化
・

経
済
・
教
育
の
交
流
を
通
じ

経
済
・
教
育
の
交
流
を
通
じ

て
両
国
民
の
理
解
と
親
善
を

て
両
国
民
の
理
解
と
親
善
を

深
め
る
活
動
を
継
続
し
て
い

深
め
る
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

令
和

　

令
和
44
年年
1111
月月
1616
日
（
水
）
、

日
（
水
）
、

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
会

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
会

長
＝
櫨
山
陽
介
）
の
第

長
＝
櫨
山
陽
介
）
の
第
3535
回回

総
会
が
鈴
蘭
別
館
で
開
催
さ

総
会
が
鈴
蘭
別
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
長
ら
く
本
協
会
の

　

冒
頭
、
長
ら
く
本
協
会
の

発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
故
山
本
重
芳
副

賜
り
ま
し
た
故
山
本
重
芳
副

会
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

会
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
満

後
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

石

央

地

区

日

韓

親

善

協

会

石

央

地

区

日

韓

親

善

協

会

　

令
和
令
和
44
年年
1212
月月
1919
日
（
月
）
、

日
（
月
）
、

当
所
役
員
改
選
後
初
の

当
所
役
員
改
選
後
初
の
21
世

紀
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
正
副
委
員
長
の
選

任
で
は
、
工
業
部
会
の
矢
口

伸
二
氏
が
委
員
長
に
、
小
売

部
会
の
佐
古
肇
徳
氏
が
副
委

員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
報
告
事
項

で
は
、
▽
新
会
館
の
名
称
を

「
浜
田
商
工
会
館
」
と
す
る
こ

と
が
常
議
員
会
で
承
認
さ
れ

会館移転について協議を重ねる委員のみなさま会館移転について協議を重ねる委員のみなさま

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
編
」
と
し

て
5
回
の
計
7
回
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
受
講
者
13
名

の
う
ち
最
終
回
に
参
加
さ
れ
た

7
名
が
、
市
場
参
入
の
た
め
の

戦
略
と
し
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
・
収
益
の
獲
得
方
法
・
資
金

の
調
達
や
運
用
等
に
つ
い
て
自

身
で
作
成
し
た
渾
身
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
創
業
塾
専
任
講

師
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
支
援
実
績
を
有
す
る
浜
田
市

出
身
の
井
野
口
房
雄
氏
を
招

き
、
豊
富
な
事
業
経
営
経
験
を

基
に
し
た
熱
の
こ
も
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
は
、
引
き

続
き
市
や
商
工
団
体
と
連
携

し
、
次
世
代
を
担
う
起
業
家
の

方
々
の
育
成
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

は

ま

だ

起

業

家

育

成

塾

は

ま

だ

起

業

家

育

成

塾

　

令
和
4
年
12
月
3
日
（
土
）

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
、「
は
ま
だ
起
業
家
育
成
塾
」

（
浜
田
市
・
石
央
商
工
会
・
浜

田
商
工
会
議
所
共
催
）
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
財
務
諸
表
に
つ

い
て
学
ぶ
「
基
礎
編
」
と
し

て
2
回
、
実
際
に
事
業
計
画

の
立
て
方
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ビ

作成したビジネスプランを発表する受講者

挨拶を述べる櫨山会長挨拶を述べる櫨山会長
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和４年７月が1.90倍、８月が1.88倍、９月が2.07倍で推令和４年７月が1.90倍、８月が1.88倍、９月が2.07倍で推
移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.63倍に対し、今年は1.95倍と上昇している。前年の1.63倍に対し、今年は1.95倍と上昇している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和４年７月～９月の漁業水揚高は、数量が1,720ｔ、　令和４年７月～９月の漁業水揚高は、数量が1,720ｔ、
金額は716百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は716百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は45.7％の減少、金額は28.3％の減少となっている。は45.7％の減少、金額は28.3％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が6.8％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が6.8％
の増加、巾着は45.5％の減少、イカ釣は50.0％の減少等との増加、巾着は45.5％の減少、イカ釣は50.0％の減少等と
なっている。なっている。

３．３．新設住宅着工戸数新設住宅着工戸数
　　※定例資料提供廃止のため省略しました。※定例資料提供廃止のため省略しました。

４．４．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和４年７月～９　島根県信用保証協会浜田支店における令和４年７月～９
月の保証承諾は、83件の884百万円となっており、前年同月の保証承諾は、83件の884百万円となっており、前年同
期と比較し件数は17件の減少、金額は28百万円の減少と期と比較し件数は17件の減少、金額は28百万円の減少と
なっている。なっている。

５．５．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　　石州瓦工業組合の調査によると、令和４年７月～９月の石州瓦工業組合の調査によると、令和４年７月～９月の
瓦の生産枚数は、4,454千枚で前年同期比7.7％の増加、出瓦の生産枚数は、4,454千枚で前年同期比7.7％の増加、出
荷枚数は5,612千枚で同8.2%の増加となっている。荷枚数は5,612千枚で同8.2%の増加となっている。

６．６．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和４年７月～９月の公共工事請負金浜田地区における令和４年７月～９月の公共工事請負金
額は、6,032百万円となっており、前年同期と比較し22.8％額は、6,032百万円となっており、前年同期と比較し22.8％
の減少、益田地区は3,373百万円で同61.3％の増加となっての減少、益田地区は3,373百万円で同61.3％の増加となって
いる。いる。

令和４年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和３年９月令和４年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和３年９月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.741.74 1.711.71 1.671.67 1.631.63 1.851.85 2.072.07

（1.57）（1.57） （1.57）（1.57） （1.52）（1.52） （1.41）（1.41） （1.87）（1.87） （1.65）（1.65）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

令和２年令和２年
７月～７月～
９月９月

令和３年令和３年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和４年令和４年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 361361 393393 8.98.9 332332 ▲15.5▲15.5

機船巾着網機船巾着網 1,5201,520 2,5902,590 70.470.4 1,2361,236 ▲52.3▲52.3

い か 釣い か 釣 1010 1313 30.030.0 66 ▲53.8▲53.8

定 置 網定 置 網 7676 8080 5.35.3 8282 2.52.5

一 本 釣一 本 釣 1515 1818 20.020.0 1616 ▲11.1▲11.1

そ の 他そ の 他 1717 1616 ▲5.9▲5.9 1515 ▲6.3▲6.3

陸 送陸 送 6464 5454 ▲15.6▲15.6 3232 ▲40.7▲40.7

合 計合 計 2,0632,063 3,1653,165 53.453.4 1,7201,720 ▲45.7▲45.7

令和２年令和２年
７月～７月～
９月９月

令和３年令和３年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和４年令和４年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 247247 310310 25.525.5 289289 6.86.8

機船巾着網機船巾着網 389389 519519 33.433.4 283283 ▲45.5▲45.5

い か 釣い か 釣 1313 1616 23.123.1 88 ▲50.0▲50.0

定 置 網定 置 網 2525 2525 0.00.0 2626 4.04.0

一 本 釣一 本 釣 2222 2525 13.613.6 3232 28.028.0

そ の 他そ の 他 1414 1313 ▲7.1▲7.1 1818 38.538.5

陸 送陸 送 102102 9191 ▲10.8▲10.8 6060 ▲34.1▲34.1

合 計合 計 811811 998998 23.123.1 716716 ▲28.3▲28.3

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

令和３年令和３年
７月～９月７月～９月

令和４年令和４年
７月～９月７月～９月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 7,8187,818 6,0326,032 ▲22.8▲22.8
益 田 地 区益 田 地 区 2,0912,091 3,3733,373 61.361.3
津和野地区津和野地区 1,8411,841 1,9791,979 7.57.5
川 本 地 区川 本 地 区 1,2751,275 2,8582,858 124.2124.2
島根県合計島根県合計 34,77734,777 45,99445,994 32.232.2

令和３年７月～３年９月令和３年７月～３年９月 令和４年７月～４年９月令和４年７月～４年９月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 100100 912912 8383 884884 ▲17▲17 ▲28▲28
益田支店益田支店 8686 771771 6262 463463 ▲24▲24 ▲308▲308
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 5959 582582 6363 512512 44 ▲70▲70
江 津 市江 津 市 3232 248248 1111 105105 ▲21▲21 ▲143▲143
益 田 市益 田 市 7373 598598 　49　49 349349 ▲24▲24 ▲249▲249
島根県計島根県計 661661 6,1586,158 550550 4,7704,770 ▲111▲111 ▲1,388▲1,388
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有効期限は１月３１日です

プレミアム付はまだ応援チケット

  

　　

令和 5年令和 5年　　2月 14 日（火）　10時～ 16時2月 14 日（火）　10時～ 16時 開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員

無　料無　料

事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 5年令和 5年　　2月 15 日（水）　10時～ 16時2月 15 日（水）　10時～ 16時

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会

相談会開催のお知らせ相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。専門相談員より、相談者のお悩みに即した実務的な助言により、問題解決をサポートします。

相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。相談は無料、秘密は厳守します。まずはお気軽にお問合せください。


